
養 老（ ようろう ）
　雄略天皇の時、美濃国本巣の郡に不思議な泉が湧いた。確認のため現地に赴いた勅使は、「養老の滝」のほとりで、泉を見つ
けた樵の老人と息子に出会う。勅使が養老の名の由来を尋ねると、息子が薪を採りに入る山路で、この水を飲んだら心身の疲れ
がとれ、汲んで家に運んで父母にも飲ませたところ老衰が癒えたので、「老いの身を養う薬の水」と名付けたという。
　親子は勅使を源泉の滝壺へ導き、不老長寿をもたらす水や酒の徳を讃えていると、天上から音楽が聞こえ、花が散り降ってく
る。舞台では、静かに退出する親子と入れ違いに、近在の者がやってくる。泉を見つけた親子の事を詳しく語り、水を飲んで舞
い若返り、喜んで帰ってゆく。そこへ神が颯爽と現れ、この山に棲む神にして楊柳観音菩薩でもあると告げると、山風や流水の
音楽にのって清冽な舞を繰り広げ、天下泰平の聖代を祝福して消える。
　さて、勅使と親子による水の徳の話は、中国の神仙思想に基づいており、山神は儒教が描く自然界の秩序に適った政治世界を
祝福している。道教・神道・仏教・儒教を合わせもつ室町ならではの発想である。この神は、ある場所や物語に依拠する神社の
祭神ではなく、シャーマンに取り憑く祟り神（モノ）でもなく、山の樹木や水に通う自然の霊気の化身である。深山幽谷の神仙
世界（自然界）と人の暮らす里山（生活世界）の境に、養老の滝は今もあり、清冽な水を湧出している。
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半 蔀（ はしとみ ）
　源氏物語の夕顔の君が主人公の能。源氏物語で描かれるのは源氏との出会いと突然の死別。源氏が乳母を見舞った際に隣家の
垣根に咲く夕顔の花が目に留まり、その家に使いを出すと、香を薫きしめた白い扇に和歌を添えて花を渡される。源氏は思いが
けず教養ある応対に興味を持ち、やがてその家の主・夕顔の君と恋人関係となるが、ある夜に物怪に襲われ、夕顔は命を落とし
てしまう。
　一見悲劇のヒロインのようだが、源氏に愛されたまま傷つけられることはなかった夕顔は、ある意味では源氏物語の中で最も
幸せな女性と解釈することも出来る。
　能《半蔀》は複式夢幻能の形式で、修行中の僧（ワキ）の前に里の女（前シテ）が現れ、名を尋ねても「そのうちわかりま
す」とだけ返答し姿を消す（中入）。作り物から夕顔の君（後シテ）が現れ、光源氏との思い出を語り舞うが、やがて明け方に
なると作り物の中に入り姿を消す。全て僧の夢の中の出来事であった、という内容。
　蔀とは、日光や雨風などを除けるための建具。板の表裏に格子を組み、長押に吊って開閉する仕組み。その板が上下二つに分
かれていることから、半蔀と呼ぶ。
 後シテの作り物はこの半蔀を表したもの。作り物の蔀戸は上から吊るのではなく、下から長い支え棒のようなものを使って後
見が開閉する。
　夕顔が主人公の能は《半蔀》の他に《夕顔》があり、近年金春流でも復曲された。《夕顔》では作り物は出ない。

Sat.,Jun.8 2024 / 12:30～16:25 / ￥5,000 （￥2,000 for 25 years old or younger）

（森）

＜主催＞
 

● お申し込みは出演能楽師、または金春円満井会までどうぞ。
● 上演中の無断撮影、録音、録画は固くお断り申し上げます。
● 出演者、曲目は都合により変更される場合があります。
　 あらかじめご了承ください。

ホームページアドレス
https://www.komparu-enmaikai.com/

公益社団法人

〒167--0042

FAX03-6913-6714 03-6913-6775電話

金春円満井会
東京都杉並区西荻北 2--27--7 アルファ西荻窪 2 F
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in la kagū
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神楽坂駅
矢来口

地下鉄東西線神楽坂駅下車 矢来口より徒歩2分
都営大江戸線牛込神楽坂駅A1出口より徒歩5分

駐車場がございません。
近隣のコイン駐車場をご利用ください。

牛込神楽坂駅
A1出口

牛
込
中
央
通
り

牛込北町 都営大江戸線

（林）

「定例能入場券」「カレンダー」
「金春月報」などご希望の方は
インターネットからもご購入
頂くことが出来ます。

金春円満井会の紹介動画を作成しました。
前半は子ども向け、後半は一般向けになって
おります。お稽古のご案内のほか、正会員・
賛助会員のご加入、ご寄付もお願いしております。
動画をご視聴の上、是非ご検討ください。

https://m.youtube.com/watch?v=4wRLGPKAYfE&feature=youtu.behttps://ws.formzu.net/fgen/S38826101/

＜TYoshikawa/STakahashi＞

全自由席

きこり
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※下記 QR からどうぞ。※下記 QR からどうぞ。
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